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円周の長さについて(I) : 林鶴一蔵書資料により




































On the length of circumference (I)
　　Based on textbook's collection of Hayashi Tsuruichi　　
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　すなわち、「円周上に相異なる二点 A と B を定めた
とき、弧ABの長さは弦ABの長さより大きい。」と「円
外に任意に一点 P を定め、点 P からこの円へ接線を引
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形と大きさ I いろいろな形とその面積 ４ 円の周の長
さ）には（図 .10）ように直径10cm の円についての記
述がある。
これに続く９頁では、
　「正三十二角形ぐらいになると、その周と円周との
差はほとんどないといってもよい。従って、この円周
の長さは約31.4cmであるとみられる。」
と記述している。そして（図 .11）のような記述が続
いている。
すなわち、実測をし、それらの資料をもとにして直径
に対する円周の長さの比が一定値であることを推測さ
せている。そして「一般に、円周の長さは直径の約3.14
倍である。」と結論を一気に述べているのである。
　これらの教科書においては、円に外接する正多角形
の周の長さの記述はない。この点においても、竹之内
の指摘は意味あることである。
　現在、小学校算数において、幾つかの円について、
直径と円周を測定し、どんな大きさの円についても、
円周の直径に対する割合は一定であり、それを円周率
といい、その値を3.14としている。中学校数学におい
ては、円周率の値をギリシャ文字のパイで表すことを
述べ、円周の長さを文字「パイ」とその円の半径を表
す文字を用いて表すのみである。すなわち、多くの中
学校において、小学校で「円周は直径（半径の２倍）
かける円周率」と教わったことを確認し、改めて円周
の直径に対する比の値を学習する機会を設定すること
はほとんどないと思われる。高等学校でも大学でも
「円周は、中学校で学習したように、２かける半径か
ける円周率」と繰り返すのがほとんどであろう。各学
習段階でその段階に応じた方法で「どんな円について
も、円周の直径に対する割合は一定である」ことを確
認・証明されないことは残念なことである。
４．おわりに
　林鶴一が「円周の長さがその円に外接する正多角形
の周の長さよりも小さい」ことを「認めること」、「仮
定すること」とする立場をとったことを、現在の中学
校数学（もちろん、高等学校数学）の実際の授業場面
に生かすことは可能であろうと思われる。数学として
の証明は大学教育の場面に委ねることとし、「仮定」
の下である事実を確認し、示してゆく作業は「数学的
活動」の視点からも大切なことである。
　我々は、中学校学習指導要領（平成20年３月告示）
に沿った学習指導案の一部として、「２．資料紹介」
で示された（図 .１）の右下の図と（図 .２，３，６）
の表を用いた指導案の作成を検討した。その結果、第
一学年「D 資料の活用」において（図 .２）の表を用
いた指導が可能であること、第一学年から第三学年ま
での「B 図形」において（図 .１）の右下の図を用い
た図形の移動、三角形の合同・相似、三平方の定理等
に関わる指導が可能であることを確認した。これら指
導案作成は「林文庫邦書目録原稿」資料の調査から示
唆を得たものである。具体的な個々の指導案等は後日
発表したい（「円周の長さについてⅡ」）と考えている。
　「円周の長さが外接多角形の周の長さより小であ
る」ことを数学の立場で証明するには、現在の教育内
容からは、大学の「微分積分学」の履修時において可
能であろう。すなわち、三角関数の極限値に関わる公
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（図.10）
（図.11）
式「（sinx）/x→１（x→０）」の図や直感に依存する「証
明」は「円周の長さが外接多角形の周の長さより小で
ある」を仮定している。よって、図や直感に依らない
証明を試みようとしたとき、「円周の長さが外接多角
形の周の長さより小である」は証明すべきことである
ことに気づくのである。具体的な証明については、例
えば、杉浦（1987）、一松（2003）、三浦・石川（2007）
を参照することを薦める。
注
（注１）原文は「事（こと）」の省略片仮字を用いて
いるが、本論では「コト」と表記する。
（注２）原文は片仮名「トモ」の合字を用いているが、
本論では「トモ」と表記する。
　本研究は科研費（19500717）の助成を受けたもので
ある。
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